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物体を表すアメ リカ手話の類似構築モデル

におけるメ トニ ミーの関与について
一認知意味論 による手話研究への貢献一

島 田 浩 之

序

手話 は言語 であ るか,そ れ とも単 な る手 まね や 身 振 りの類 であるのか1)。

本 稿 で は,手 話 は 体 系 を有 す る言 語 で あ る とい う前提 の もと,手 話 表 現 の生

成 ま で の一 連 の プ ロセ スを認 知言語学的観点か ら考察 してゆ く。そ こでは

Taub(2001)で 提 案 され た 「類 似 構築 モ デ ル 」(Analogue-BuildingMode1)

を援 用 し,手 話 表 現成 立 まで の様 々な心 的操作やそ こか ら生まれたイ メー ジ

について考察す る。このモデルが いかに手話表現 の文化的差異を説 明す る可

能性 を含む かを探 る。研 究対象はア メ リカ手話(以 下ASL)の 中 で も物 体

を表す 手話 表 現 で あ るが,心 的 操 作 のプ ロセ ス にお け る各 言語間での操作 さ

れ るイ メー ジの異 な りを比較す るために 日本の手話(以 下JSL)も 取 り上 げ

る。またそ の心 的操 作 の根底 には基本的認 知能力が影響 していることも示唆

す る。

以下,本 稿 の 展 開は 次 の通 りで あ る。 第1節 ではTaub(2001)を も とに

「類 似 構築 モ デル 」 の解 説 と,手 話 表現 の恣 意性 ,メ トニ ミー と う認 知過 程

つ い て触 れ る。第2節 で は,ASLとJSLの 物 体 を表す 表現 を比 較 しなが ら,

い か に して同 一 の 意 味 につ い てASLとJSLで 表 現 の一 致 や 異 な りが 生 じる

か を考 える。
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1.先 行研 究

1.1「 類 似 構 築 モ デ ル 」(Analogue-BuildingModel)

Taub(2001)で は,手 話 や 音 声言 語 にお い て言 語 形 式 と指示物(referent)

との間 に 多分 に類 像 性(iconicity)が 存 在す る こ とを詳 細 に説 明 して い る。そ

の類像的言語形式 を構築す る心的 プロセスを,r類 似構 築 モデ ル 」(Analogue-

BuildingM・de1)と して 提案 して い る。 この類 似構 築モデル において,指

示 物 か ら手 話 表 現 の 生 成 に 至 る一 連 の プ ロセ ス を,① イ メ ー ジ の 選 択

(imageselection),② スキ ー マ化(schematization),③ 記 号 化(encoding)

の3つ の 過 程2)に 分 け てい る。 以 下 にア メ リカ手 話(以 下ASL)のTREE3>

を例 に類 似 構 築 モ デ ル の それ ぞ れ のステ ップを説明す る。

[図1】

[Taub(20t}1:44}]

類似構築のプ ロセ ス(analogue-buildingprocess)で は まず,典 型 事 例 に

代 表 され る全般 的 な概 念(entireconcept)(図1に お ける(B)の 段 階)を 表 示

す るた めに,指 示物 が持 つ様 々 なイ メー ジの 中か ら感覚的イ メー ジの取捨選
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択 が行 われ る。概念 は本 来,多 モ ー ド的(multimodal)で あ り,例 えば 初

期 概 念tree4)(図1に お け る(A)の 段 階)に は,木 の 形 状 な どの よ うな視 覚

的 イ メー ジや幹 を触 った時 に感 じ取 る触覚的イ メー ジをは じめ,木 が 風 に そ

よい だ時 に起 こる音響 的又は嗅覚的イメー ジ,さ らには 木 の発 育 に関 わ る全

て の 百科 事典的情報(encyclopedicinformation)や,個 人 が持 っ多 種 多 様

に存 在 す る木 の 種類に対す る一つ一つの個人的経験までもが含 まれ る。その

よ うな雑 多なイメー ジの中か ら最 終過程 でASLと して の言 語 的 表 示(li:n-

guisticrepresentation)を 産 む べ く,ま ず この最 初 の過 程 でイ メー ジの選

択 が行 われ る5)。[imageselection;図1に お け る① の プ ロセ ス1

次 の 過 程 で は,イ メー ジの 選択 に よって抽 出 された 「木」全般 に当てはま

るよ うな適切 なイ メー ジ(appropriateimage)6)(図1に お け る(B)の 段 階)

がASLに よ って取 り扱 うこ とが で き る形 態 であるよ うにす るために,さ ら

にイ メー ジの絞 込 み が行 わ れ る。初期概念(A)は イ メー ジが過 度 に鮮 明す

ぎ るた め,そ の イ メー ジ を最 終 的 にASLで 言語 化 す るに は イ メ._._ジが 具体

的す ぎる ので,イ メー ジの 限 定(modify)が 行 われ る。 この よ うな イ メー ジ

を希 薄化 させ るプ ロセ スを 「スキーマ化」(schematization)7)と 呼ぶ。 例 え

ば,イ メー ジの選 択 に よ って抽 出 され た二次的概念8)'rθθ'(図1に お け る

(B)の 段 階)が,地 面 ・木 の 幹 ・枝 ・葉 ・それ らの形状 を含む もので あった

と しよ う。ASLの 形態 素 にお いて これ ら全 て の 要素 を(同 時 に)言 語形 式

と して 表 示す る こ とは最 終的 にで きないので,ASLで 最 も重要 とされ る3

つの 要 素(地 面,幹,枝)に 限 定 され る9)。枝 に 当然 付 随 して い るで あ ろ う

葉 は この ス キ ー マ 化 の 過 程 で 捨 象 され た と考 え る こ と が で き る。

【schematization;図1に お け る② の プ ロセ ス】

最 終 過程 では,ス キー マ化 に よ って得 られ た イ メー ジ(図1に お け る(C)

の 段 階)を 手 話(図1に お け る(D)の 段 階)で 代 用 す るプ ロセ ス が 起 こ る。

これ が 「記号化」(encoding)の プ ロセ スで あ る。例 えば,ス キー マ化 に よ っ

て 導 き出 され た三次的概念tree"(図1に お け る(C)の 段 階)は 「幹 ・枝 ・地
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面」 を表す集合体であったが,そ れ らをそれ ぞ れ 「一方 の10)腕 を立 て た状

態 ・一 方の腕 の上 に乗 る指を開いた手のひ ら ・他方の手を伏せた状態」とい

うASLで 慣 習 的 に認 め られ て い る意 味 的 カテ ゴ リー によって記 号化す るの

であ る。 この過程 を経 て,形 式 と意 味 との類 像的 言 語 ペ ア(iconiclinguis-

ticform-meaningpairing)が 最 終的 に達 成 され るの であ る。 【encoding;図

1に お け る③ の プ ロセ ス】

この よ うに類似構築モデル を提唱す るとASLの 形 式 と意味 との類像 性 が

生 じるプ ロセスが詳細 に見て取 る ことがで きる。ASLの た く さん の表 現 を

このモ デル に 当てはめて考察 してゆ くと,各 段 階 で心 的 に操 作 され るイ メー

ジに多少 の変化 はあれ ど,形 式 と意 味 との動機 付 け(motivation)が 発 見 で

き るn)わ けだ が,こ のモ デ ル は 世 界 各国 の 手話 の,表 現 の一 致 点や 相 違 点

をいか に説明できるかについての仕組みを組み込んだモデルでなけれ ば手話

表現生成のプロセ スを説明す る強力な一一般的モデル にはな りえない。次節で

は,こ の類 似構 築 モ デル が 手話 表 現 の文化的 差異 を説明す る可能性 を含むモ

デル と して読み解 くことが できるこ とを示唆す る。

1.2二 つ の レベ ル の 恣 意性 につ い て

Taub(2001)を 綿 密 に読解 す る と,指 示 物 とASLと の 間 の類 像性 が達成

され る まで の プ ロセ スの中で,二 つ の レベ ル の恣 意性(arbitrary)が 存 在す

る こ とが 分 か る。この恣 意性 とは,心 的操 作の 各 過 程 に よ っ て得 られ る概 念

やイ メー ジがそれぞれ の手話が属す る文化 によって異な るとい う意味で あ

り,こ の よ うな恣 意性 こそ が 手話 表現 を各言語間で不一致に させ る要因 と考

えることができる。以 下にその要点をま とめてお く。

1.2.11mageselectionに お け る 恣 意 性

(1)Notethatthereareoftenanumberofappropriateimagestochoosefrom,

andthechoicecanvaryfiomlanguagetolanguageandculturetoculture.



島 田 浩 之 87

Theparticularimageusedforagivenlanguagerepresentsachoicemade

bytheusers)ofthelanguagewhocreatethaticonicitem;thatchoice

ofimagemaybesomewhatarbitrary(withintheappropriatealterna-

tives),butitbecomesconventionallyestablishedinthelanguage .

[Taub(2001;45)]

引用(1)に よ る と,イ メー ジの 選択 の プ ロセ ス を経 て得 られ た適切なイ メー

ジはその言語 内で慣習的に確立 されたその言語に特有の文化固有のイメー ジ

であ り,そ の イ メー ジの 選択 は各 言 語 間 で恣意的である。例 えば,初 期 概 念

treeに は 多種 多様 なtreeの イ メー ジが 存在 す る が,そ の 中 で も一 つ のイ メー

ジ(地 面 か ら幹 が真 っ直 ぐ伸 び枝 が広 がってい る)が 一般 的 な(適 切 な)概

念 とな り,ASLに 特 有 の要 素 と して と して確 立 され る。

1.2.2Encodingに お け る 恣 意 性

{2}[Ejachlanguagehasitsownsetofconventionallychoseniconic"tools"

forrepresentingthepiecesofschematizedimages.Snipsnip--Each

tool.consistsofalinkbetweenasemanticcategory{e.g .,"flat,"

"b
ranching,""tall")andaphoneticform(e.g.,"horizontalforearm,"

"
spreadhand,""uprightforearm")[Taub(2001;48)】

引用(2)が 示すように,ス キーマ化 されたイメージか ら手話に記号化 され

たそれぞれの構成要素は各言語間で共通のものであった りまた文化固有のも

のであった りする。例えば,ASLに おけるVの 形(拳 か ら人差 し指 と中指

のみを伸ばす手形)は 人間(又 は動物)の 脚を表すが,日 本の手話(以 下JSL)

においても同様である。それに対 して,肘 から指先を伸ば した状態はASL

では平らな表面を表すが,JSLに おいては平 らな表面を表すのはこれに限

らない。つまり,記 号化の過程においても各言語内で恣意的に12)イ メージ

が操作されていることになる。

このイメージの選択や記号化に関わる文化固有の現象について,次 節で基

本的認知能力の観点から考えてみる。
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1.3Taub(2001)に お け る メ トニ ミー の 扱 い

ま ず,Taub(2001)に お け る メ トニ ミー(metonymy)の 扱 い を 述 べ る前

に,メ トニ ミー に つ い て 定 義 し て お く。13}

(3)メ トニ ミー[換 喩1は … 【中略】… 参照 点 構 造 とい う認 知 的 基盤 を持 っ と一 般

化 され る よ うにな っ た(Langacker1993)。 す なわ ち,認 知的 に 際だ った

もの を参 照 点(例:「 電 話 を とった」 の例 では,電 話)と して言 語化 し,そ

れ と関 連す る要 素 の集 合 の 中か ら述語(例:と る)と 最 も直接 的 に関 連 す

る要 素(例:受 話器)を 目標 と して選 び 出 し,そ れ に 注 意 の焦 点 を向 け る

よ うにす る とい うわ け であ る。 【野 村(2002;35-36)1

本稿 では,上 記 の よ うな言語 的指 示 関 係 のみ な らず,参 照 点能 力 に よ る一

方 で代 表 させ て他方 を指す関係 を全て メ トニ ミー的 とみ なす ことにす る。

さて,Taub(2001)に お いて 物 体 を表 す 類像 的 サ イ ン につい て,メ トニ

ミー が 関 与 す る こ とを示 唆す る記述 を以下 にま とめてお く。

{4}Frozensignstendtorepresentawholecategory,ratherthanaspecific

referent;theimagethatischosentorepresentthecategorycanbea

prototypeorsalientcategorymember,oritcanbeanactionoritem

rrtetonymicallyassociatedwiththecategory.

[Taub(2001;35),斜 体 は 本 稿 執 筆 者 に よ る 】

引用(4)に お い て,直 前 の 文脈 か ら"frozensigns"と はASLのHOUSE

(開 いた 両 手 の掌 を親 指 以外 の4指 の先端 で付 け合 わせ,尖 っ た屋 根 と側 壁

を描 く よ うに 両 手を斜 めか ら下へ動 かす;(8)の[図5】 参 照)を 指 してお

り,様 々 な形 状 の 家 が 現 実 には 存在 す るが,そ れ ぞれ のhouseを 言 い表 す

際,そ の カ テ ゴ リー 全 般 を代表 す る典型的 なカテ ゴ リーの成 員 と して手形

HOUSEが 選 ばれ る こ とを説 明 して い る。この記述 は,カ テ ゴ リー とそ の成

員 で あ る個 物 との指示関係に関す る記述で あるが,類 似構 築 モ デ ル にお け る

どの段 階 でメ トニ ミーが関与す るかについて明示的に述べた ものではない。

次 に,
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(5)Selectingasingleimagetostandforacomplexassociatedconceptisan

exampleofthecognitiveprocessmetonymy,…(ibid;45]

引用(5)の 記 述 で は,多 種 多 様 な具 体 的 な イ メー ジを含 む初期概念 か らど

の よ うに単一のイ メー ジを選択 してゆ くか(imageselectionの プ ロセ ス)

に つ い て,メ トニ ミー の一 例 で あ る と示 唆 している。認知プ ロセ スの観点 か

ら類似構築モデルを考察 してい ることは有意義であるが,こ の よ うな示 唆 は

Taub(2001)の 膨 大 な議 論 の 中 で こ こで しか 見 られ ない。

本稿 では,類 似 構 築 モ デル にお け る各 プ ロセ スの中でメ トニ ミ._._とい う認

知 プ ロセ ス の 関与 を重視 し,メ トニ ミー が その モ デル の 中 で いかに働 いてい

るかにつ いて重点的 に議 論を進 めてゆ く。

2.事 例研 究

ここでは,ASLの 中でも物体を表す表現を取 り上げ,ど のようなプロセ

スでASLの 手形が生成 されるかについて類似構築モデルの観点から考察す

る。一見すると指示物が物体であれば単にその形状を手形に置き換えればよ

さそ うだが,手 話表現の生成の過程はそれほど単純なものではなく,そ れぞ

れの表現で様々な心的操作とイメー ジの形成が行われていることを例証す

る。さらに,手 話表現が文化によって異なることの要因を探るべ く,意 味的

に対応するJSLの 表現の生成についても触れ,ASLとJSLの 手形生成プロ

セスを比較検討 してゆく。

{6}TREE

前出の図1(D)で 示 したように,ASLのTREEの 手形は地面 ・幹 ・枝を

類像的に表 したものである。
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【図2】

metonymy1・ 庭 に 生 えて い る比較 的 背 の低 い木 か ら山脈 にそ び え たつ 大 きな木

に至 る まで よ り具体 的 で鮮 明 な様 々なtreeの イ メー ジの中 か ら,

地面 ・幹 ・枝 ・葉 な どへ 典型 的treeを 表 す イ メー ジ を抽 出す る。

その 心的操 作 はtreeの 典 型的 概念 で もって様 々な種類 の木 を指 し

示す こ とか らメ トニ ミー 的 で あ る。

metonymy2・ 地 面 ・幹 ・枝 以 外 のイ メー ジの捨 象。 この3要 素以 外 にtreeの 概

念 を正確 に表す ため に必 要 と思 われ る構成 要 素 は存 在 す るが,ス

キー マ化 の過 程 では 手話 の形 態 素 か らの制 約 に よ り手 形 と して表

しきれ ない 要素 は捨 象 して ゆ く。 ス キーマ 化 され た概 念 で 典型 的

treeの 概念 を指 し示 す ことか ら,こ の プ ロセ ス も心的 操 作 の1プ

ロセ スの 中 で メ トニ ミー 的 で あ る。

(7)「 木 」

[図3】

【手形1両 手親指 と人差 し指で木の幹 を模写

し,そ のまま上方に左右に広げる

【語源}木 の幹が上へ枝 を張っている状況

ASLと 比 較 して興 味深 い点 は,ASLで は地 面

を表 す 手形 が含 まれ てい るのに対 し,JSLで

は幹 と枝 のみ で あ る こ と。14)
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【図4]

metonymylmetonymy2

metonymy1:よ り具体 的 で 鮮 明 な木 のイ メー ジか ら,地 面 ・幹 ・枝 ・葉 な どへ

の木 の典 型 的 イ メー ジの 形成 にお い て必 要 と され るイ メー ジ の抽

出。 この段 階 では まだ 地 面 の イ メー ジは 捨象 され て いな い と考 え

る。 典 型 的木 のイ メー ジ⇒ 個 々の木 の イ メー ジ の代表 と して表 示

(メ トニ ミー的)。

metonymy2:幹 ・枝以 外 の イ メー ジの捨 象。

幹 ・枝の イ メー ジ ・ス キー マ で典型 的木 の イ メー ジを指 し示 す。部

分 → 全体(メ トニ ミー 的)。

JSLの 「木 」 に関 して,手 形 は[図3】 の よ うに幹 と枝 のみ を表 した もので

あるが,こ こで第1過 程 で あ るimageselectionの プ ロセ スで既 に幹 と枝 に

イ メー ジが絞 られてい るか(葉 や 地 面 のイ メー ジは捨 象 され ているか)ど う

か とい う疑 問 が生 じる。結論 か ら言 うと,幹 と枝 へ の イ メー ジの絞 込 み はス

キーマ化の過程で行われ ると考 える方 が妥 当である。とい うのは,典 型 的 イ

メー ジは あ る程 度 一般 化 され た木のイメー ジであ るが,幹 ・枝 のみ の木 の イ

メー ジは構 築 しがたい。む しろ,JSLの 形 態 素 的制 約 に よ りス キー マ 化の

過 程で この幹 ・枝 に よる木 のイメー ジのみが抽 出 され た と考 えるべきであ

る。つま り,ASLとJSLの 表 現 の違 い は スキー マ 化 に よっ て得 られ たイ メー一

ジ([図1】 に お け る(C)の 段 階)の 異 な りに起 因す る。

そ の証 拠 と して,特 殊 な 「木 」 で あ るJSLの 「ク リスマ スツ リー 」 の手

形 の生 成過程 が参考 となる。ク リスマ スツ リーの手形(両 手 の人 差 し指 で も

み の木 の ギザ ギザの形状の輪郭を描 く)は ツ リー全 体 を表 示 す る もの で はな

いが,イ メー ジの選 択 の過程 で幹 の イ メー ジを捨象 した とは考 えられ ない。
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太い幹が存在 しない典型的 ク リスマスツ リーのイメージな ど存在 しないか ら

である。 この場合 も,ス キー マ化 の過 程 でJSLの 形 態 素 的 制約 と参 照 点能

力 が 起 因 して幹のイ メー ジの捨象が行われ ている と考 える。15)

(8)HOUSE

[図5】

[手形]開 いた両手の掌を親指以外

の4指 の先端で付け合わせ,尖 っ

た屋根 と側壁を描 くように両手を

斜めから下へ動かす

ASLで は側壁まで表示 している点が注 目点である。

【図6】

metonymy2

metonymy1:よ り具体 的 で鮮 明 なhouseの イ メー ジか らs'屋 根 ・壁 ・ドア ・窓

な どへ のhouseの 典 型的 イ メー ジ形 成 に必 要な要 素 の抽 出。 代表

例(部 分)で 様 々な家 の 具体 的イ メー ジ全体 を指 し示 す ので メ ト

ニ ミ,__..的。(例 えば,実 際 の屋 根 の形状 は全 ての家 が 尖 ってい るわ

けで は ないの で。)

metonymy2;屋 根 ・側壁 以外 のイ メー ジの捨 象。ASLの 形態素的制約 に よ りこの

2要 素 で典型 的 なhouseの イ メー ジ を指 示す るので メ トニ ミ._._的。

houseに は ドアの イ メー ジは付 き物 で あ るが ス キーマ 化 の過 程 で

屋 根 と側 壁 の イ メー ジのみ へ と抽 象 化 され てい る。
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(9)「 家 」

【図7】

【手形1

両手5指 を少 し曲げ,胸 元で対向させ屋根の

形を作る。

[語 源1

手話 『家』 日本家屋の屋根を模倣

【図8]

metonymy1:伝 統 的 日本 家 屋 か らモ ダ ンな 建築 まで様 々な 家 の よ り具体 的 で鮮

明 な家 の イ メー ジか ら,屋 根 ・壁 ・玄関 ・窓 な どへ の家 が有 す る

典 型 的(代 表 的)要 素 のイ メー ジの抽 出。

metonymy2:屋 根 以 外 の イ メー ジの捨 象。 結果 的 に,両 手 の5指 を 曲げ た際 に

掌 が垂 直 方 向 に向 い合 うこ とか ら外 壁 を表 してい る と判 断す る こ

ともで き る。

ASLで は屋根か ら側壁にかけて手先で輪郭 を描 くことで手話 として表 して

いるのに対 して,JSLで は屋根のみの表示である。これ らの表現の違いは

記号化の過程においてASLで は屋根から外壁にかけての輪郭を手先で描い

ているのに対 し,JSLで は日本家屋の屋根を類像的に両手の5指 で代用 し

ていることに由来する。つま り記号化の過程では当然ASLとJSLの 形態素

的制約により手話表現が異なることになるのだが,そ の基の要因はスキーマ
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化 のプ ロセス におけ る構築 され たイ メー ジ ・スキーマの異 な りであ る。

(10)BOOKノ 本

【図9】

[手形1一 度両手の掌 を合わせ,次

にその掌 を左右に開く

[語源]本 を開 くさまか ら。

ASLとJSLで 表 現 が 一 致 して い

る こ とが 注 目点。

[図10】

1mageschema・encoding

b°°k体selection典 型 的tizatio△[A/JSL]

磐鱒 〔ジ 贈r▽ ⇒b° °krya

metonymylmetonymy2

metonymy1:よ り具体 的で鮮 明 なBOOK又 は 「本」 のイ メー ジか ら,本 の形状 ・

表 紙 ・ペ ー ジ ・本 の 取 り扱 い ・機 能 な どのイ メー ジの抽 出。

metonymy2:本 の形状 ・人の 本へ の働 きかけ(開 く動作)以 外 のイ メー ジの捨象。

アメリカ手話BOOKと 日本の手話 「本」は手形 ・動きとも共通 している。文

化的差異が出がちなスキーマ化の過程においても,日米で同様の心的操作 と

イメージの生成が行 われるから同一手形が生 じた と考えることができる。

本への人の働きかけ(開 く動作)は 万国共通だからである。
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(11)CAR・DRIVE

【図11】

【手形1握 っ た拳 を 円 を描 くよ うに動 か

す。

【語源】ハ ン ドル を操作 してい る様子。

【図12】

metonymy1:よ り具体的 で鮮 明 な個 々のCARの イ メー ジか ら,車 の形状 ・タイ

ヤ な どの車の 主 なパー ツ ・車の操 作 ・機 能 な どのイ メー ジの抽 出。

metonymy2:車 の操 作(steeringwheel)以 外 のイ メ.__.ジの捨 象。carに 関 す る

概念 で最 も際 立 ったイ メー ジはハ ン ドル操 作 で あ る とみ な し,円

型 の イ メー ジ スキ ーマ を形 成 して い る。'
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(12)「 車 」

[図13】

[手形]コ の字型の手形を前方に動かす。

【語源】自動車の外観の形状(ボ ンネ ッ ト)

JSLに お い て も,ASLと 同様 の 手形(図

11)も 使 わ れ る。

[図14】

metonymy2

metonymy1:よ り具体的で鮮明な 「車」のイメージから,車 の形状 ・タイヤ ・車

の操作 ・機能などのイメージの抽出。

metonymy2:自 動車 の形状以外のイメージの捨象。

ASLで はハ ン ドル 操 作 を手 話 で 言 語 化 してい る一方 で,JSLで は 車 の ボ

デ ィー の 形 状 で もっ て言語化 してい る。ASLとJSLの 手 話 の形 式 の 異 な り

は形 態 素 的 制約(記 号 化 の過 程)の 影 響 を受 け る ス キー マ化 の過 程でイメー

ジの差異が生 じ,結 果 的 にASLとJSLの 問 のCAR・ 「車 」 の手 話表 現 の 異

な りが生 じる。

以上の議論か ら,類 似 構 築 モ デル にお い て,そ れ ぞれ の過 程 を挟 む2つ の

イ メー ジ は相 互 依存 的 で あ り,一 方 の イ メー ジ(心 的操 作 の後 の イ メー ジ)

で他 方 のイ メー ジ(心 的 操 作 の前 のイ メー ジ)を 指 し示 す とい うメ トニ ミー

関係 が あると考 える ことができる。また,記 号 化 の過 程 にお いて 手 話表 現 が

異 なるのは,各 言 語 の 形 態素 的 制 約 に よる もので至極 当然の ことであ り,む
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しろその根底にはその前過程のスキーマ化のプロセスによって生じたイメー

ジの異な りが,記 号化に影響を与えていると考える方が妥当である。

3.結 語

物体を表す手話の形成に関 して,Taub(2001)が 提唱す る 「類似構築モ

デル」(Analogue-BuildingModel)を 援用することは有益である。このモデ

ルは元々表現(形 式)と 意味 との類像性を説明する手段 として考案 されたも

のであるが,そ れ以上の多 くの発見を導 くモデルである。

物体を手話で表す場合,単 に指示物の形状を特定の手形で代用 したりその

輪郭を描 くのみでよい印象を受けるかもしれないが,心 的操作のレベルにお

いてはそれほど単純なものではない。そのプ ロセスはまず,様 々な状況の中

で存在する,個 々の指示物が持つ鮮明なイメージの中か ら典型的イメージを

イメージ選択 し,ついで得 られたイメージを手話の形態素で表現できるよう

なスキーマに希薄化(抽 象化)し,最 後に得 られたイメージ・スキーマが手

話表現として記号化 されている。

本稿では,若 干の物体を表す手話表現を考察す ることにより,手 話表現が

各言語で異なった り一致 したりする要因は類似構築モデルのそれぞれの過程

における心的操作やそこか ら得 られるイメージの異な りであると結論づけ

た。またそのような手話表現の差異や一致の根底にはメ トニ ミーという認知

能力が関わっていることも示唆 した。 これ らのASLとJSLの 比較か ら,

Taub(2001)が 指摘す るようにメ トニ ミーとい う認知的過程は類似構築モ

デルにおけるイメージの選択や記号化に影響するのみならず,ス キーマ化の

過程でも中心的役割を担 っていると考えることができる。

残念ながら,本 稿はASLとJSLの 物理的手話表現を網羅的に分析 したも

のではないので,ア イデ ィアの提案に留まっているが,さ らなる詳細な分析

や,感 情表現のような抽象的概念など物体以外を表す手話表現の研究は今後

の課題 としたい。
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注

1)Taub(2001)で は,手 話 と手 ま ね の本 質 的 違 い を認 知 的 側 面 か ら指 摘 して い る。

{13}Atthispoint,itisfruitfulonceagaintocomparelinguisticiconicityand

nonlinguisticmimeorimitations.Thetwoprocessesdoresemble

eachotherinmanyways二Bothareinfactanalogue-building

processes.But,thecrucialdifference.isthatlinguisticitemsare

constrainedtofitthesemanticandphoneticcategoriesoflanguage,

whereasmimeisconstrainedonlybytheimitator'sconceptualizing

powerandphysicalskills.

[Taub(2001:55-56);斜 体 は 本 稿 執 筆 者 に よ る】

2)本 稿 で は,【 図11に お け る ① ・② ・③ の イ メ ー ジ 操 作 の 各 プ ロ セ ス を 「過 程 」

と,(A)・(B)・(C)の 生 成 され る 各 イ メ ー ジ と(D)の 手 形 を 「段 階 」 と呼 ん

で 説 明 を して ゆ く。

3)AsLの 手 話 表 現 の 形 式 を 大 文 字 書 き で 表 す こ とに す る。

4)ASLの 生 成 過 程 に お け る操 作 され る概 念 を小 文 字 の イ タ リ ッ ク 体 で 表 す こ と

に す る。

5)イ メー ジ の 取 捨 選 択 に よ っ て 得 られ る概 念 は,各 言 語 内 で 慣 習 的 に 決 ま っ て

い て,そ の カ テ ゴ リー の 成 員 と して 典 型 的 な(prototypical)も の が 選 ば れ る。

【Taub(2001:29)」

6)適 切 な イ メ ー ジ(appropriateimage)は 「木 」 の カ テ ゴ リー の 中 の プ ロ トタ

イ プ(代 表 例)と して 形 成 され る イ メ ー ジ と考 え る こ とが で き る。

7)ス キ ー マ 化 とは 典 型 的 事 例 か ら周 辺 的 事 例 に 至 る カ テ ゴ リー の 成 員 全 て に 当

て は ま る抽 象 的 枠 組 み を 作 り上 げ る プ ロ セ ス で あ る。 吉 村(2004)に よ る と,

ス キ ー マ と プ ロ トタ イ プ や カ テ ゴ リー 内 の そ の 他 成 員 の と の 関 係 は 以 下 の と

お りで あ る。

(14)ス キー マ は,カ テ ゴ リーの全成 員の個性 に対 応 で きる よ うな抽象 的 な型

です 。プ ロ トタイ プは カテ ゴ リーの 中の代 表例 の こ とです か ら,ス キ,__..

マ を もっ と もよ く事 例化(あ るい は 「具象 化 」:instantiate)し た好 例

とい うこ とにな ります。 中間例 や周辺 例 を含む その他 の成 員 は,ス キー

マ の一部 を事例 化 した応 用 例 です。 事 例化 とは,抽 象 的 な ス キー マ を,

具体 化 した事 例 に 変 え る心 の プ ロセ ス です。[中 略]
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抽 象 世 界 ・ ・ …

現 実 世 界 ・ ・ …

甲
事例化 事例化

/＼
〈プ ロ トタイプ 〉 → 〈周辺 事例 〉

拡 張

【中略】スキ ーマ は 日常 の 心 的経 験 の繰 り返 しか ら生 まれ た認 知 の特性

で す。 場 面 ご との違 い を超越 した普 遍性 の 高い 知識 の型 です。 です か

ら,ス キー マ化 は 脱 文脈化(decontextualization)さ れ てい ます。

[吉村(2004:49-52)]

8)[図1]に お け る(A)の 段 階 のイ メー ジを初 期概 念(initialconcept)treeと,

(B)を 二 次的 概 念tree'と,(C)を 三 次的 概 念tree"と 呼ぶ こ とにす る。

9)選 ばれ る手 話 の 形態 素 は 各 文化 の 中 で慣 習 的 に選択 され て い る。

10)手 話 表 現 は利 き手 に形 態 上,重 要 な要素 を割 り当て るが,本 稿 では優位 な方

の手 を 「一方 の 」 と,非 優位 な 方 を 「他 方」 と表現 す る。

11)imageselection,schematization,encodingの それ ぞれ の プ ロセ スで左 右

に位 置 す る2つ の イ メー ジ は 当初 の 概 念 の構 造 を保 持 す る形 で 写 像 され る

(structure-preservingmapping)o[Taub{2001:46}]

12)encodingの 過 程 にお け る恣意性 は,そ れ ぞれ の文化 の手話 の形態 素 に よる

制 約 に 起 因す る もの で あ り,各 言語 に よっ て記 号 化 は恣 意 的 で あれ,言 語 内

では 形 式 と指 示 物 との 間 に は十 分動 機 付 けが あ る と考 え る こ とが で き る。

13)Langacker(1993:6)に よる と,参 照 点能 力 を以 下 の図 を用 いて説 明 して

い る。

㊨
Langacker{1993:6}

Cは 概 念化 者(話 者 又 は聴 者),Rは 参 熱点(reference-point),Tは 実 際 に指

し示 され る タ ー ゲ ッ トで あ る 。 楕 円 形 の 領 域Dは 参 照 点Rの 支 配 域

(dominion)を 示す。 人 は,あ る 目立 った もの を 目印(参 照 点)に して,そ れ
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に近接する(支 配域内にある)タ ーゲ ッ トへ心的走査す ることができる。 こ

こで重要なのは,参 照点は概念化者 に とって際立つ存在であることである。

また,参 照点 とターゲ ットの物理的 ・心的距離は離れすぎていてはいけず,支

配域内にある必要がある。 このような参照点能力というものは,人 間のよ り

一般的な認知能力であ り
,様 々な物の見方や行動に反映 され,言 語現象に限

定 され ない。同様 に吉村(2004)で も,以 下の よ うにメ トニ ミーを参照点能

力を利用 した認知過程として説明 している。

(15)メ トニ ミー とは,認 知 言語 学的 には,次 の よ うに規 定 され てい ます。す

なわ ち,参 照 点 を特 定 す る こ とで,そ れ と直接 的 に 関連 す る要 素 に 注

意 の 焦点 を向 け させ る認 知 過 程 とい うこ とです。 参 照 点 とは認 知 的 に

際 立 った ものの ことで,い わ ば 目印 です。 「冷 蔵庫 を開 け る」 「コン ロを

消 す 」 では,参 照 点 が 「冷蔵 庫」 「コ ン ロ」,直 接 的 に 関連 す る要素 は

「扉 」 「火 」です。 「扉 」や 「火 」 よ りも,「 冷蔵庫 」や 「コ ン ロ」の方 が

大 き くてす ぐに認 知 で き る対 象 です の で,そ れ で 代 表 して細 かい 部 分

で あ る 「扉 」や 「火 」 を指そ うとい うわ けです。 【中略】ちなみ に,「 冷

蔵庫 を開 け る」 「コン ロを消 す」 で 「扉 」や 「火 」 に 当た る要 素 をア ク

テ ィブ ゾー ン(=活 性 化 領域:activezone)と 呼 び ます 。 プ ロフ ァイ

ル され るの は対 象 全 体(「 冷蔵 庫」 「コン ロ」=参 照点)で す が,直 接

的 に 関係 す る のは そ の一 部,つ ま りア クテ ィブ ・ゾー ンの部 分 です。

[吉村(2004:110)1

本稿 で も,参 照点 能 力 に基 づ く,部 分 一全 体 な どに代 表 され る焦 点 のず れ

を利 用 した 指示 関係 を メ トニ ミー 的 と して扱 って ゆ くが,瀬 戸(1997:69)で

は,「 類 と種 」 と関係 に基 づ く もの は メ トニ ミー では な くシネ ク ドキ と して 分

類 して る。

(16)シ ネ ク ドキ ー は,よ り大 きな カテ ゴ リー とよ り小 さな カテ ゴ リー との

問 の包 摂 関係 に基 づ く意 味 的伸 縮 現 象 で あ る。 〔瀬 戸(1997:69)】

そ の根 拠 は,メ トニ ミー が部 分 と全 体 の関係 が 実体(Entity)の 関係(E関 係〉

で あ るの に 対 し,類 と種 の 関係 は概 念 的 な範 疇(Category>の 関係(C関 係)

で あ る と して い る。

た だ,谷 口(2003)が 指 摘 す る よ うに,実 体 のE関 係 と範 疇 のC関 係 の区
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別は壌界線が曖昧である。

(17)た とえば,「 シェイ クス ピアを 読ん だ」 の よ うな メ トニ ミー は 「著者 と

著 作 物 」 の 関係 に 基 づ い てい るが,こ れ が実 体 的 で あ るか概 念 的 で あ

るか は,微 妙 であ る。 「シェイ クス ピア」 は特 定の 人物 を指 して はい る

が,私 たち に とって シェイ クス ピアは 「実態」 と言 うよ りはむ しろ,16

-17世 紀 イ ギ リス の作家 であ る とい う知 識上 の人物 で あ り
,概 念 的 な

存在 で あ る。[谷 口(2003:125)】

以 上 の議 論 を踏 ま え て,本 稿 で は シネ ク ドキ と メ トニ ミー は 区別 せ ず,概 念

的 な 包摂 関 係 で あ って も,一 方 で他 方 を指 し示 して い るプ ロセ スを全 て メ ト

ニ ミー と して扱 う。 手 話 表現 と指 示物 との メ トニ ミー 的 関係 につ い ての 詳 細

は 島 田(2003;25-26)を 参 照 の こ と。

14)JSL、 の 「木 」 はま ず 両手 の 親指 と人 差 し指 で幹 の輪 郭 を描 く ことか ら出発

し,軌 道 が上 に向 うにつ れ そ の手 形 が(幹 の)輪 郭 を なぞ る機 能 よ りはむ し

ろ指 自体が枝 の よ うに振 舞 って い るこ とが 興味深 い。 この点 は,ASLのTREE

では 手形 が最 初 か ら指 で代 用 して枝 を表 して い るの と対 照 的 で あ る。

15)両 手 の人 差 し指 で ク リスマ ス ツ リー の形状 を表 して い るわ けだ が,幹 の形状

まで は表 して い な い。 針 葉樹 の ギザ ギザ 輪 郭 を描 い た 後真 っ直 ぐに 両指 を下

ろせ ば幹 も表 す こ とが 可能 で あ るが,際 立 ったギザ ギザ の形状 で もって ツ リー

全 体 を指 示 す る と うい メ トニ ミー が ここで も働 いて い る。
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